
資料１

大工工事業の動向と人材育成





 

 

１ 業界の動向

（１）建築大工という職業

大工と言えば、江戸の町で威勢よく啖呵を切り活躍するその姿が、時代劇と称され

る映画・テレビドラマや時代小説に数多描かれている。大工は、火消し・指物師・小

物屋・問屋などが集い、また多くの庶民で賑わう、活気溢れる町の人気者であった。

大工の始まりは、古くは飛鳥時代に遡る。都づくりのための建築の土に関わる職を

「左官」 、木に関わる職を「右官」と呼び、この「右官」 が大工職の始まりともいわ

れている。

奈良時代における律令体制下では、職制として国家の建設に関わる部署（木工寮）

の技術系長官を大工（おおきたくみ、おおだくみ）と呼び、その下には少工（または

小工）（すなたくみ しょうく） などが置かれた。平安時代には建築職人集団である座

が組織され、木工座は「大工―権大工（引頭）－長（オトナ）－連」の４階層から成

り立っていた。大工は座の長（棟梁）として座を束ね建築全体の統制を担った。この

大工は世襲が認められた。

その後、鎌倉時代～南北朝時代～室町時代と、戦乱の時代を経てその組織や職種は

変化していった。鎌倉時代には大工は朝廷の木工寮に所属していたが、中期以降は減

少した。室町時代には、寺社附属の大工座から神具・道具・家具を造る大工職が分化

し、宮大工・建具大工などの職種が生まれた。安土桃山時代には築城や城下町建設の

大規模建設が盛んに行われるようになり、座では対応しきれず解体した。座の解体後

は、新たな大工の集団が組織され、その長たる者（棟梁）に統率権が与えられ建設労

働力の確保が可能となった。

江戸時代には、建築に携わる職人が大工と呼ばれるようになった。大工は左官と鳶

（とび）と並び、花形三職と言われていた。街中では多くの大工が働き、その大工を

束ねる元締めや親方は棟梁 と呼ばれ、建築の采配を振るう責任者であった。

                                                   
「たくみ その百年」横手大工組合 周年記念出版（平成 年 月 日）。「伝統建築 伝統工匠 大

工」（株式会社田内設計ホームページ）。「越前若狭の大工と絵図、道具」（福井市立郷土歴史博物館ホ

ームページ）。「建築生産の学習 ７建築生産の歴史」（住宅生産研究所）。「知りたい！なりたい！職業

ガイド 家づくりにかかわる仕事」協力：東京中小建築業協会、日本左官業組合連合会、海老澤畳店 ほ

るぷ出版（2010 年 2 月）など。
宮中の営繕（壁塗り）を行う職人に四等級の主典（佐官・紗官）として出入りを許したので左官とい

う説もある。

元々は、左官と右官ともに土を扱う専門職で、左官は建物の壁・床・土塀などを、右官は土木工事の

ようなものを担当していたとの説もある。文字の造りから、工の部首を持つ左官が技術系で、口の部

首を持つ右官が事務系という説もある。日本では左と右では左が上位となるため、右官がこれを嫌い

この呼び方が使われなくなったという説もある。

大工は大物を建築し、小工は小物を造作したともいわれている。
5 大工は概ね、手伝＜小工＜副棟梁＜棟梁に区分されていた。日本建築の屋根の重要部材（棟と梁）の
墨付けは親方が行うこと、また、棟上げ式の長であることから親方は棟梁と呼ばれた。このような意

味合いから、昔は、棟梁は武士や僧侶の筆頭格を指すことが多かった。
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現代社会でも生活の基礎となるのは「医・食・住」である。「住」について、人々は

「何時も快適に過ごしたい」という思いがあり、その思いは地域、季節、年齢、時代

の流行、そしてライフステージ等により変化する。また、「住」は、個人住宅、高層マ

ンション、学校、オフィスビル等のように、その使用目的や周辺環境により多種多様

となる。このため、建築に携わる建築大工は、図面や仕様書に現わされた個々人のあ

るいは企業や公共機関などの希望や要求を具現するという、大きな役割を担っている。 

                                                   
建前大工、木造大工、家屋大工、家大工などと呼ばれることもある。

数寄屋大工、船大工、家具大工、彫り物大工などがおり、コンクリートを打ち込もむための型枠を造

る大工は型枠大工である。

大工は様々な建造物を造り、造作を行い、庶民の生活や文化を支えてきた。今なお、

建築大工6・宮大工・建具大工など大工には様々な職種7がある。 
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設計の視点からすると、ハウスデザインについて大きな変化がある。大手ハウスメ

ーカーの住宅に似たデザイン（例えば、洋風・モダン）を希望する施主が増えており、

施主の求めるデザインへの対応が求められている。施主の要望に応えることは確かに

大切であるが、立地条件などにより望むデザインが適さない場合もある。施主の要望

を考慮したデザイン的にも質的にもより良い建築物を造るために、施主と十分に話し

合い相互理解を深めることが大切である。個々の事業所では、蓄積した豊富な経験・

広い知識・確かな技術の上に、さらなる工夫や努力がなされている。 
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格取得に力を入れている。ここ数年の足場倒壊の大事故 の頻発により足場仮設の規制
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32  

が強化されたことを受けて、安全作業徹底のため足場等講習の受講も増えている。 
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建築大工は 5～6 年目で墨付けができ、その後多くの現場を経験し、10 年をかけて概

ね一人前になるといわれている。確かに、技能継承は難しいといわれてはいるが、熟

練大工と若い建築大工が複数人でともに仕事をする OJT が技能継承に大きな役割を果

たしている。この OJT を有効に活用し将来へ技能を繋ぐためには、現役の若手建築大

工がいかに墨付けや刻みなどを経験し習得するかが重要な鍵となってくる。 
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